
 

 

  

  

  

  

   

  １１月２２日（水），お忙しい中，授業参観と 

 ＰＴＡ講演会，学級懇談会でお世話になりました。 

  授業参観では，なかよし旬間に合わせた授業を 

 中心にご覧いただきました。 

  ＰＴＡ講演会は，「ＳＤＧｓと人権」ということ 

 で，須坂市人権交流センターの月岡英明先生のお話 

 を聞きました。４～６年生の皆さんとともに，多く 

 の保護者の皆様にご参加いただきありがとうござい 

 ました。一部，感想を紹介させていただきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

１１月２４日まで，なかよし旬間を実施しました。 

いつもお互いに気持ちよく過ごせるように相手の 

 ことを考えながら生活していますが，この期間中は 

 特にそれを大切に考えていました。 

  最終日の２４日には，校長講話がありました。 

  なかよし旬間に合わせたお話でしたので、内容を 

紹介します。 
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＜保護者の皆様からの感想＞ 

○講演会を機会に，改めて人権や差別，戦争等について考え，気持ちの切り替えができたと思います。 

○まずは，身近な人達との会話で，体も心も向き合って聴く姿勢をしたいと思いました。 

○SDGsについて，改めて学べました。大人でも解決策を出せていない問題もあり，子どもからしたらどうしたらいいの？

という疑問が残ってしまったかもしれないと思いました。答えが出なくても，それでも考えていくしかないかなぁと子

どもに伝えようかと思いました。 

○人権について学ぶことは，ワクチンと同じ。人間の弱い心を正すには，定期的に学ぶことが大切なんですね。SDGs と 

人権問題を結びつけて分かりやすくお話していただきました。子ども達も興味深く聞いていたように思います。早速息 

子は家の中の電気を消して回ってます。 

○大人でも出来ていないことを，小さな子どもたちが率先して行動していることをあらためて知り，見習わなければと思

いました。そしてこれから少しでも子どもたちの見本になれるように，できることを日々積み重ねて行けたらいいなと

思いました。子どもたちともいろいろなことを話題にして，意見交換する時間を作っていきたいです。 

 

＜児童の感想＞ 

○戦争も SDGsにつながっていることを初めて知りました。そのためにも私たちが憎しみを生み出さないことや，争いを

止められるようになりたいです。ゴミを捨てることによって環境が破壊され，海の生き物や陸にいる私たちだってマイク

ロプラスチックなどを吸い込んで体を壊してしまう。しっかり分別したってそのプラスチックは結局どこかに積まれてい

ることを考えると改めてエコバックなど色々な対策をしていきたいと思いました。そのほかにも，マララさんのことで女

性が差別されていること（人種的差別）などを知って，今勉強ができていることはありがたいことなんだなと思いました。 

 未来が危険にならないように今からできる対策を頑張って続けたいです。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このお話をもとに，これからもお互いに気持ちよく過ごしていけるようにしていきます。 

  お知らせ 

（１）冬休み学習室を実施します （１２／２５ ２６ ２７ １／５） 

   夏休みに，仁礼コミュニティセンターで学習する機会を設けましたが，冬休みにも実施 

  いたします。今回は９：００～１１：００と時間枠を広げてみました。ぜひご利用ください。 

＜〆切１２月１８日（月）＞詳細は１１月３０日付配付の通知をご確認ください。 

（２）１２月１日（金）学年費・旅行貯金の口座振替日です。よろしくお願いします。 

（３）１２月４日，５日，７日，１１日と保護者懇談会（希望者）です。駐車場は，校舎北側駐車 

  場や旧保育園駐車場をご利用ください。 

イソップ童話『こどもとかえる』より 「思いやりとやさしさ」について 

５，６人の子どもが池のそばで遊んでいました。子ども達は，おもしろ半分で池の中へ石を投げて

いました。しかし，池の中にはたくさんのかえるたちがいたのです。かえるたちは，石に当たってけ

がをしてしまいました。がまんをしていましたが，あまりにひどいので，かえるの代表が子どもたち

に言いました。 

かえる「みなさん，お願いですから石を投げるのをやめてください。」 

子ども「ぼくたちは，何も悪いことをしていないよ。ただ石を投げて遊んでいるだけだよ。」 

かえる「そうかもしれませんが，みなさんがおもしろ半分に投げる石で，わたしたちがひどいけがを

してしまいます。そのうちに死んでしまう者もでるかもしれません。あなたたちにとっては

遊びでも，わたしたちにとっては命の問題なのです。」 

子ども達は，何も言えずこそこそと家に帰りました。 

＜このお話から考えること＞ 

（１）周りのこと相手のことを考えることは，おもいやりややさしさである 

○遊びでやったことでも，相手にとっては嫌なこと，困ることになる。 

○石を投げ入れられたかえるがどうなるのか？どんな気持ちになるか？ 

○相手の表情や声，姿から相手の気持ちを考えることはとても大切 

「どうしたのだろう？」「つらいことがあったのかな」と相手のことを考える。 

声をかけたり話を聞いたりする。 

（２）気持ちを考えることが得意になると 

〇友達づきあいや友達関係がよくなる。だから「相手の気持ちを考える」ことをいつも大切に 

〇大人になってからも，はたらくときに大切 

（３）大谷翔平選手の話 

  〇日本の全小学校に３つずつグローブをプレゼント 

  〇キャッチボールをするだけならば，２つグローブがあれば可能 

   「なぜ３つなのか？？」⇒左利きの子どものことを考えた。 

（４）体育館へ早く行って遊びたい 

  〇自分がはやく行きたいから廊下を走る 

  「ぼくたちは何も悪いことをしていないよ。ただ廊下を走っているだけだよ」 

  というイソップ童話の子ども達の言葉が聞こえてくるようだ。 

  ⇒みなさんが走ることでひどいけがをしてしまう人がいたらどうしますか？ 

（５）水の中は見ることができない 

   しかし，中に生き物はたくさんいる。 

「見えないからない」のではなく，「見えなくてもそこにちゃんといる」 

   ◎見えなくても，その向こう側に何があるか考えることが大切。 

（６）なかよし旬間が終わっても 

  ①いろいろな人と仲よく 

  ②思いやりやさしさをもって   


